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農産物中の残留農薬調査( 年度)2005

本村 秀章 ・ 馬場 強三 ・ 村上 正文

( )Pesticide Residues in Agricultural Products 2005

Hideaki MOTOMURA, Tsuyomi BABA and Masafumi MURAKAMI

pesticide residues, agricultural productsKey words ：

キーワード：残留農薬 農産物,

は じ め に

平成 年度に実施した農産物中の残留農薬調17
査について報告する。なお，今回は有機窒素系農

薬 種について分析法の検討を行い，内 種類24 21
を新たに検査対象項目とした。

調 査 方 法

１ 試料

17 5 11 60平成 年 月～ 月に当所に搬入された

農産物について調査を行った。内訳は表１に示すと

おりである。

なお，ねぎ，にらは電子レンジで前処理したもの

を用いた。

２ 検査対象農薬

( ) ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ( )による一斉分析法対象農1 GC
薬

表２に示す有機リン系農薬( 種)，有機窒素系45
農薬( 種)，有機塩素系農薬( 種)及び表３に示41 34

す新たに検査項目とした有機窒素系農薬( 種)の21
合計 種とした。141

( ) その他の農薬2
ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ，ｷｬﾌﾟﾀﾝ，ｶﾌﾟﾀﾎｰﾙ，ｱｾﾌｪｰﾄ

３ 試薬等

標準品は市販の農薬標準品を用い，有機溶媒等

の試薬は残留農薬分析用又は特級を用いた。

４ 装置及び測定条件

)～ )前報による。 1 3

５ 有機窒素系農薬 種の回収実験24
表３に示す 種の農薬とピリメタニル，ジフルフ21

ェニカン及びシメトリンの合計 種の農薬につい24
て， による一斉分析法 で，ばれいしょ及びトマGC 1)

トを用いた添加回収実験と，一斉分析法における条

件での， ( )の溶出実験を行った。ENVI-Carb 250mg
６ 分析方法

)～ )前報による。 1 3

表１ 検査対象農産物

( 月)5
国内産：ばれいしょ( )，いちご( )，びわ( )，ねぎ( )，トマト( )2 2 2 2 2
輸入品：ししとう( )，パプリカ( )，バナナ( )2 1 1

( 月)7
国内産：ねぎ( )，きゅうり( )，トマト( )，レタス( )，ぶどう( )2 3 2 2 2
輸入品：ブロッコリー( )，絹さや( )，スナックエンドウ( )1 1 1

( 月)9
国内産：ねぎ( )，なし( )，ぶどう( )，みかん( )，アスパラガス( )，きゅうり( )1 3 3 2 2 2
輸入品：オランダ豆( )，スナックエンドウ( )1 2

( 月)11
国内産：ほうれん草( )，ブロッコリー( )，にら( )，はくさい( )，小松菜( )，りんご( )3 2 3 4 2 2

( )内は検体数を示す*

長崎県衛生公害研究所報 ，( ) 資料51 2005



87

表２ 検査対象農薬

有機リン系農薬( 種)45
, , ,IBP, , , , , ,ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ ｼﾞﾒﾄｴｰﾄ ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽﾒﾁﾙ ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ ﾌｪﾝﾄｴｰﾄ ﾒﾁﾀﾞﾁｵﾝ
, , ,EPN, , , , , , , ,ﾌﾟﾛﾁｵﾎｽ ｲｿｷｻﾁｵﾝ ｴﾁｵﾝ ﾎｻﾛﾝ ﾒﾀｸﾘﾎｽ ｴﾄﾌﾟﾛﾎｽ ｻﾘﾁｵﾝ ﾃﾙﾌﾞﾎｽ ｴﾄﾘﾑﾎｽ ﾎﾙﾓﾁｵﾝ

, , , , , , , , ,ﾋﾟﾘﾐﾎｽﾒﾁﾙ ﾏﾗｿﾝ ｼﾞﾒﾁﾙﾋﾞﾝﾎｽ ｷﾅﾙﾎｽ ﾌﾟﾛﾊﾟﾎｽ ﾃﾄﾗｸﾛﾛﾋﾞﾝﾎｽ ﾌﾞﾀﾐﾎｽ ﾌﾟﾛﾌｪﾉﾎｽ ﾄﾘｱｿﾞﾎｽ
, , , , , , , ,ｴﾃﾞｨﾌｪﾝﾎｽ ﾋﾟﾘﾀﾞﾌｪﾝﾁｵﾝ ﾅﾚｯﾄﾞ ｼｱﾉﾎｽ ｼﾞｸﾛﾌｪﾝﾁｵﾝ ﾌｪﾝﾁｵﾝ ｸﾛﾙﾌｪﾝﾋﾞﾝﾎｽ ﾌｪﾝｽﾙﾎﾁｵﾝ

ｼｱﾉﾌｪﾝﾎｽ ﾎﾚｰﾄ ｼﾞｵｷｻﾁｵﾝ ﾎﾉﾎｽ ﾌﾞﾛﾓﾎｽ ﾌﾞﾛﾓﾎｽﾒﾁﾙ ﾋﾟﾗｿﾞﾎｽ ｸｰﾏﾎｽ, , , , , , ,
有機窒素系農薬( 種)41

, , , , , , , ,ｲｿﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ ｸﾛﾛﾌﾟﾛﾌｧﾑ ﾋﾟﾛｷﾛﾝ ｴｽﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ ﾚﾅｼﾙ
, , , , , , , ,ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ ﾋﾞﾝｸﾛｿﾞﾘﾝ ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ ﾄﾘｱｼﾞﾒﾎﾝ ﾄﾘｱｼﾞﾒﾉｰﾙ ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ ﾐｸﾛﾌﾞﾀﾆﾙ

, , , , , , , , ,ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ ﾒﾌｪﾅｾｯﾄ ﾋﾞﾃﾙﾀﾉｰﾙ ﾍﾞﾝﾀﾞｲｵｶﾙﾌﾞ ﾒﾁｵｶﾙﾌﾞ ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ ｷｼﾘｶﾙﾌﾞ ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ ｼﾏｼﾞﾝ
, , , , , , , ,ｱﾗｸﾛｰﾙ ﾊﾟｸﾛﾌﾞﾄﾗｿﾞｰﾙ ﾌﾙｼﾗｿﾞｰﾙ ﾃﾆﾙｸﾛｰﾙ ﾃﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ ﾌﾟﾛﾎﾟｷｻｰ ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝ ﾒﾄﾗｸﾛｰﾙ

ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ ｼﾞﾒﾋﾟﾍﾟﾚｰﾄ ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞﾝ ｵｷｻｼﾞｷｼﾙ ﾌｪﾅﾘﾓﾙ，ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ，ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ，ｱｼﾞﾝﾎｽﾒﾁﾙ, , , ,
有機塩素系農薬( 種)34

, , , , , , , , ,ｼﾞｸﾛﾗﾝ ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ ｸﾛﾒﾄｷｼﾆﾙ ｽｳｪｯﾌﾟ ｼﾞｸﾛﾌﾙｱﾆﾄﾞ ｸﾛﾙﾌｪﾝｿﾝ ﾋﾞﾌｪﾉｯｸｽ ｼﾌﾙﾄﾘﾝ ﾌﾙｼﾄﾘﾈｰﾄ
, , , , , , , , ,ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ ﾃﾌﾙﾄﾘﾝ ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ ｼﾞｺﾎｰﾙ ﾋﾞﾅﾊﾟｸﾘﾙ ｸﾛﾙﾍﾞﾝｼﾞﾚｰﾄ ｼﾊﾛﾄﾘﾝ ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ
, , , , , , , ,ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ ﾃﾞﾙﾀﾒﾄﾘﾝ ｷﾝﾄｾﾞﾝ ｴﾝﾄﾞｽﾌｧﾝ ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ ｸﾛﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾚｰﾄ ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾋﾟﾚｰﾄ ﾃﾄﾗｼﾞﾎﾝ

ﾊﾙﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ ﾌﾙｵﾛｲﾐﾄﾞ ｸﾛﾛﾌｪﾈﾄｰﾙ ﾎﾙﾍﾟｯﾄ ｴﾝﾄﾞﾘﾝ ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ ｴｽﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ ﾄﾗﾛﾒﾄﾘﾝ, , , , , , ,

表３ 検査対象農薬

, , , , , , , ,ﾌﾞﾁﾚｰﾄ ｼﾞﾒﾃﾅﾐﾄﾞ ﾍﾟﾝｺﾅｿﾞｰﾙ ﾌﾘｼﾞｵｷｿﾆﾙ ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ ﾋﾟﾗﾌﾙﾌｪﾝｴﾁﾙ ﾋﾟﾘﾌﾞﾁｶﾙﾌﾞ

, , , , P, , , ,ﾌﾗﾒﾄﾋﾟﾙ ﾋﾟﾗｸﾛﾎｽ ｶﾌｪﾝｽﾄﾛｰﾙ ｼﾞｸﾛｼﾒｯﾄ ｳﾆｺﾅｿﾞｰﾙ ﾌｪﾉｷｻﾆﾙ ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ ｱﾆﾛﾎｽ

ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙ ﾓﾘﾈｰﾄ ｼｱﾅｼﾞﾝ ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙ ﾋﾟﾘﾌﾟﾛｷｼﾌｪﾝ, , , ,

実 験 結 果 及 び 考 察

１ 有機窒素系農薬 種の回収実験24
表３に示す農薬は，添加回収実験において回収

率が ～ の範囲であった。ピリメタニル及び70 120%
ジ フ ル フ ェ ニ カ ン は 回 収 さ れ な か っ た が ，

での溶出実験でも回収されていないのENVI-Carb
で，この 農薬は で溶出されにくいもの2 ENVI-Carb
と思われる。また，シメトリンはばれいしょでは回収

率が ％と良好であったが，トマトでは検出されな87
かった。そこで， と を連結させたENVI-Carb JR-PSA
カラムで精製を行い，精製操作行以降を図１に示す

方法で添加回収実験を行ったところ，回収率はば

れいしょで ，トマトで と良好な結果であっ83% 81%
た。この結果から，シメトリンがトマトで検出されなか

ったのは，シメトリンの分析法としては精製が不十分

であったためと思われる。以上により，表３に示す農

薬を本法による検査対象農薬とした。

２ 調査結果

調査結果を表４に示した。

( ) 有機リン系農薬1
りんごからクロルピリホスが 検出された。0.06ppm

( ) ( )ENVI-Carb 250mg +JR-PSA 500mg
ｱｾﾄﾝ ﾍｷｻﾝ( ) で洗浄:n- 1:1 10mL
抽出液 負荷1mL
ｱｾﾄﾝ ﾍｷｻﾝ( ) で溶出後:n- 1:1 5mL

( )を外すENVI-Carb 250mg
( )JR-PSA 500mg

ｱｾﾄﾝ ﾍｷｻﾝ( ) で溶出:n- 1:1 15mL
℃以下で減圧濃縮40
最後は ﾊﾟｰｼﾞで 以下まで濃縮N2 1mL

ｱｾﾄﾝで にﾒｽｱｯﾌﾟ1mL

FTD-GC

図１ 精製方法

また，アセフェートは水溶性が高く， による一斉GC
分析法の添加回収実験において検出されなかった

ため検査対象としていないが，ぶどう，きゅうり及びト

マトの 種の農産物において，若干の検出が認め3
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表４ 農産物中の残留農薬調査結果

られ，高い濃度での検出が疑われたので，アセフェ

ートの個別分析法 により検査を行った。その結3 ）

果， ～ 検出されたが，基準値以下であ0.55 2.2ppm
った。

( ) 有機窒素系農薬2
種類の農産物からオキサジキシルが， ～2 0.02

検出された。また、 種類の農産物からピリ0.11ppm 1
ダベンが ，クレソキシムメチルが ，0.07ppm 0.32ppm
フルジオキソニルが ，フェンプロパトリンが0.23ppm

～ 検出された。0.14 0.21ppm
( ) 有機塩素系農薬3

種類の農産物からクロロタロニルが ～5 0.02
検出された。また， 種類の農産物からシ0.39ppm 2

ペルメトリンが ～ ， 種類の農産物か0.18 0.92ppm 1
らペルメトリンが ～ ，プロシミドンが0.18 0.22ppm

，キャプタンが 検出された。0.05ppm 0.13ppm
以上， 農産物の内 農産物で農薬が検出さ60 18

れ検出率は であった。食品衛生法の基準値を30%
超えて検出された農薬はなかった。なお，ほうれん

草及びにらからクロロタロニルが検出されたが，当該

農産物に対してクロロタニルは適用がなく，生産者

に対して，農林部の方で指導等がなされた。

農薬ではクロロタロニルが 種類の農産物から検5
出され、他の農薬に比べ検出率が高かった。また，

農産物では、ねぎ，トマト，きゅうり，にら及びりんご

2 2において， 検体以上から農薬が検出され，ねぎ

検体，ぶどう，ほうれん草及びりんご各１検体の合計

検体から 種類以上の農薬が検出された。5 2

ま と め

平成 年度に実施した農産物中の残留農薬調17
査において， 農産物から 種類の農薬が検出18 12
されたが，食品衛生法の基準値を超えて検出され

た農薬はなかった。

平成 年 月 日からポジティブリスト制が施18 5 29
行される。このため，今後更に，分析法の効率化等

の検討を進めて，食の安全・安心を確保していく必

要があると思われる。
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農産物名 産地 検体数 検出数 検出農薬名 検出値(ppm) 検出農薬名 検出値(ppm)

ねぎ 国内産 5 4 オキサジキシル 0.10, 0.11 ペルメトリン 0.18, 0.22
シペルメトリン 0.18, 0.29

トマト 国内産 4 3 プロシミドン 0.05 ピリダベン 0.07
アセフェート 0.58

バナナ 輸入品 1 1 クロロタロニル 0.02
きゅうり 国内産 3 2 オキサジキシル 0.02 アセフェート 2.2
ぶどう 国内産 5 1 クレソキシムメチル 0.32 アセフェート 0.55
スナックエンドウ 輸入品 3 1 クロロタロニル 0.03
ほうれん草 国内産 3 1 シペルメトリン 0.92 クロロタロニル 0.04
にら 国内産 3 2 クロロタロニル 0.39 フルジオキシニル 0.23
はくさい 国内産 2 1 クロロタロニル 0.03
りんご 国内産 2 2 クロルピリホス 0.06 フェンプロパトリン 0.14, 0.21

キャプタン 0.13


